
 

Ⅰ 

問１ 亜鉛イオン：４ [個]  硫化物イオン：４ [個]  

問２ 面心立方格子      問３ C，Si 
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Ⅱ 

問１ K1 ＞ K2    K3 ＞K4 

問２ KⅢ＝
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問３ Ca2＋：6.4 [g]   (ア)：青色から赤色   (イ)：赤紫色から青色 

問４ CaCO3 ＋ H2O ＋ CO2 → Ca(HCO3)2 

問５ ①：少量   ②：赤   ③：青 

 

Ⅲ 

問１ A：メスフラスコ；(ア) B：ホールピペット；(オ) 

 C：ビュレット；(カ) D：ホールピペット；(オ) 

 E：ビュレット；(カ) 

問２ A          問３ H2SO4 

問４ 0.200 mol/L 

問５ H2C2O4 → 2CO2 ＋ 2H＋ ＋ 2e－ 

問６ シュウ酸：8.00×10－2 mol/L，酢酸：1.60×10－1mol/L 

 

Ⅳ 

問１ A：スクラーゼ (インベルターゼ) B：フルクトース 

 C：グルコース   D：転化糖 

 E：ホルミル (アルデヒド)  F：グリコシド 

問２ 二酸化炭素：10.6 mg ，水：3.96 mg 

問３ (ア)：４    (イ)：３ 

問４ 25 [％]    問５ 

問６  B，C，ガラクトースそれぞれの還元性を 

 示す部分どうしで結合しているため鎖状構造を 

 とれず，還元性を示さない。 
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講評 

Ⅰ. ZnS型のイオン結晶格子と限界半径比の問題。一度は目にしたことのある受験生も多かったのではないでしょう

か。ここは確実に得点しておきたい。 

Ⅱ. EDTA錯体の問題。初見の受験生は戸惑ったかもしれませんが、何と何が結合しているかが分かればそれほど難

しくありません。ここで差がついたのではないでしょうか。 

Ⅲ. のシュウ酸を用いた酸化還元滴定の問題と IV. の糖類に関する問題はいずれも標準的な問題でここも確実に得

点しておきたい。なお、IV.問 4は水溶液の密度を 1.0g/mL として解答しました。 

 

例年通り 1 問はやや難の問題(今年度の場合は II.)それ以外は標準～やや易しい問題でしたが、今年度は II.以外が

例年よりは易しくなったように感じられます。合格には 8 割はとっておきたいところです。 

 

 


